


平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査から 　　　　美作市立土居小学校

※結果分析（○できている　●できていない）

〈学力調査〉

〈学習状況調査〉

※学校としての対応・目標

【国 語】

○情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えることが，全国平均より１５．２ポ

イント高いです。

●長文を読み取ったり，複数の条件に合った解答を書いたりする力が弱いです。家庭と連携して読書

習慣の定着を目指したり，授業の中で条件やキーワードなどを与えて書く活動を行ったりする必要が

あります。

●文意に合った漢字を書く力が弱いです。授業や家庭学習で，同音異義語を意識させながら漢字学

習をする必要があります。

●複文を接続詞を使って２つの単文にする問題の無解答率が４３％でした。文章を推敲する指導の

【算 数】

○棒グラフから，資料の特徴や傾向を読み取ることは，正答率１００％でした。

●四則計算の意味や理由を説明する問題が弱いです。各学年の授業の中で，計算の仕方を考え説明

する場面では，言葉と，図や絵や半具体物と，式とを関連付けながら，記述したり説明したりする必要

があります。

●各学年での学習用語や既習事項の定着が弱いです。授業の中で，学習用語や既習事項を繰り返し

使う必要があります。

以上のような学校の指導意図をご理解いただき、ご家庭でもご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

○朝食は，全員食べています。８割の児童が，毎日同じ時刻に起床しています。

○９割以上が，家で学校での出来事について話しています。

○全員が，「先生は，自分のよいところを認めてくれている」「先生は，わかるまで教えてくれている」と回答

しています。

○「人の役に立つ人間になりたいと思う」については，肯定率１００％です。

○全員が，「学校の決まりを守っている」「いじめはいけないことだと思っている」と回答しています。

●家庭学習は，５７．２％の人が１時間以上家庭学習をしていましたが，「１０分×学年＋１０分」（７０分）を

目指して，学習の質と量を向上させます。

●読書時間は全国平均より高いですが，時間の使い方を見直し，活字に親しむ機会を大切にしてほしいで

◎「土居小タイム（放課後学習）」を毎日設け，国語や算数の基礎基本の徹底はもちろん，発展問題

にも取り組みます。

◎授業では，自力解決やペア・グループ学習の時間を設定し，聞いたり伝えたりする力や，日常生活

に活用する力も身につけていくようにします。

◎読書では，自分の思いや願いを大切にして本を選び，一人読みが集中してできるように指導しま

す。

◎「漢字検定」「計算検定」を各学期末に実施して，基礎基本の定着を図ります。

◎家庭と連携し，「家庭学習の手引き」「家庭学習がんばりカード」を活用して，「１０分×学年＋１０

分」の家庭学習を児童が主体的にできることを目指します。


